
 福岡⼥⼦商業⾼等学校学則 

 ⽬次 
 第 1 章 総則(第 1 条－第 3 条) 
 第 2 章 学年、学期及び休業⽇(第 4 条・第 5条) 
 第 3 章 教育課程及び授業時数(第 6 条・第 7条) 
 第 4 章 課程の終了(第 8 条) 
 第 5 章 職員組織(第 9 条) 
 第 6 章 ⼊学、退学、転学及び休学(第 10 条－第 17 条) 
 第 7 章 授業料等の納期等(第 18 条) 
 第 8 章 賞罰(第 19 条・第 20 条) 
 第 9 章 補則(第 21 条) 
 附則 

 第 1 章 総則 
 (⽬的) 
 第  1  条  福  岡  ⼥  ⼦  商  業  ⾼  等  学  校  (以  下  「⾼  等  学  校」  と  い  う。)  は、  教  育  基  本  法  （平  成  18  年  法  律  第  120 
 号）、  学  校  教  育  法  (昭  和  22  年  法  律  第  26  号)、  そ  の  他  の  教  育  に  関  す  る  法  令  に  則  り、  ⾼  等  普  通  教  育  及 
 び専⾨教育を施すことを⽬的とする。 

 (学科及び募集定員) 
 第 2 条 ⾼等学校の名称、課程、学科、募集定員及び修業年限は、別表のとおりとする。 

 (位置) 
 第 3 条 ⾼等学校は、福岡県那珂川市⽚縄北 1 丁⽬ 4 番 1 号に置く。 

 第 2 章 学年、学期及び休業⽇ 
 (学年、学期) 
 第 4 条 学年は、4 ⽉ 1 ⽇に始まり、翌年 3 ⽉ 31 ⽇に終る。 
 2 学年を分けて次の ２期とする。 
 前期  4 ⽉ 1 ⽇から 9⽉30 ⽇まで 
 後期 10 ⽉ 1 ⽇から 3⽉31 ⽇まで 

 (休業⽇) 
 第 5 条 学校の休業⽇は、学校教育法施⾏規則(昭和 22 年⽂部省令第 11 号) 
 第61 条第 1 項に規定する休業⽇のほか、次の各号に掲げるとおりとする。 
 (1) 学年始休業⽇  4 ⽉  1 ⽇から 4 ⽉  7 ⽇まで 
 (2) 夏季休業⽇    7 ⽉ 27 ⽇から 8 ⽉ 23 ⽇まで 
 (3) 秋季休業⽇   9 ⽉ 28 ⽇から 10 ⽉  6 ⽇まで 
 (4) 冬季休業⽇  12 ⽉ 24 ⽇から  1 ⽉  7 ⽇まで 
 (5) 学年末休業⽇ 3 ⽉ 21 ⽇から  3 ⽉ 31 ⽇まで 
 (6) その他の休業⽇ 校⻑が学校運営上⼜は教育上必要と認める⽇で年間を通じ 10 ⽇以内 
 2 前項第 2 号に規定する期間中、1 ⽇以上は指導のため⽣徒を登校させなければならない。 
 3  特  別  の  事  情  が  あ  る  と  き  は、  第  1  項  第  2  号、  第  3  号  及  び  第  4  号  に  規  定  す  る  休  業  ⽇  の  期  間  を  変  更  す 
 ることができる。 
 4  第  1  項  第  5  号  に  規  定  す  る  休  業  ⽇  に  つ  い  て  は、  校  ⻑  は  あ  ら  か  じ  め  そ  の  理  由、  期  ⽇  及  び  期  間  を  ⽰  さ 
 なければならない。 
 5 教育上必要があり、かつ、やむを得ない事由があるときは、休業⽇に授業を⾏うことができる。 
 6 ⾮常変災その他急迫の事情があるときは、校⻑は臨時に授業を⾏わないことができる。 

 第 3 章 教育課程及び授業時数 
 (教育課程) 
 第 6 条 教育課程は、別表のとおりとする。 

 (授業時数) 
 第 7 条 毎週の授業時数及び授業始終の時刻は、校⻑がこれを定める。 

 第 4 章 課程の終了 
 (卒業証書) 



 第 8 条 校⻑は⾼等学校の全⽇制の課程を終了した者に対しては、卒業証書( 
 様式第 1 号)を授与する。 

 第 5 章 職員組織 
 (職員組織) 
 第 9 条 ⾼等学校には、校⻑、教頭、教諭、事務職員その他必要な職員を置く。 
 2 学校には、前項に規定するもののほか、副校⻑、主幹教諭及び指導教諭を置 
 くことができる。 

 第 6 章 ⼊学、退学、転学及び休学(⼊学) 
 第 10 条 ⾼等学校に⼊学することのできる者は、中学校若しくはこれに準ずる 
 学校を卒業した者⼜はこれと同等以上の学⼒があると認められる者とする。 

 第 11 条 ⼊学は校⻑が許可する。 
 2 ⼊学志願者の選抜は別に定めるところによる。 
 第  12  条  第  2  学  年  以  上  に  ⼊  学  許  可  さ  れ  る  者  は、  相  当  年  齢  に  達  し、  前  各  学  年  の  課  程  を  修  了  し  た  者  と 
 同等以上の学⼒があると認められた者とする。 
 (⼊学願書) 
 第  13  条  ⼊  学  志  願  者  は、  所  定  の  ⼊  学  願  書  (様  式  第  2  号  に  準  ず  る。)  に  ⼊  学  選  考  料  を  添  え、  出  ⾝  学  校  ⻑ 
 を経て校⻑に願い出なければならない。 

 (誓約書) 
 第  14  条  ⼊  学  の  許  可  を  受  け  た  者  は、  10  ⽇  以  内  に  保  護  者  連  署  の  上、  誓  約  書  (様  式  第  3  号)  を  校  ⻑  に  提 
 出しなければならない。 
 2  前  項  に  規  定  す  る  保  護  者  は、  次  の  資  格  を  有  す  る  者  で  な  け  れ  ば  な  ら  な  い。  た  だ  し、  校  ⻑  に  お  い  て  不  適 
 当と認めるときは、これを変更させることができる。 
 (1) 本⼈の⽗⺟、兄姉、後⾒⼈⼜は縁故者 
 (2) 成年者で独⽴の⽣活を営む者 
 3  保  護  者  を  変  更  し、  ⼜  は  保  護  者  の  住  所  ⽒  名  等  に  変  動  が  あっ  た  と  き  は、  直  ち  に  校  ⻑  に  届  け  出  な  け  れ  ば 
 ならない。 

 (退学及び転学の願い出) 
 第  15  条  ⽣  徒  が  退  学  ⼜  は  転  学  を  し  よ  う  と  す  る  と  き  は、  そ  の  事  由  そ  の  他  必  要  な  事  項  を  詳  記  し、  保  護 
 者連署して校⻑に願い出なければならない。 

 (休学) 
 第  16  条  ⽣  徒  が  病  気  そ  の  他  や  む  を  得  な  い  事  由  に  よ  り  3  カ  ⽉  以  上  引  続  い  て  出  席  し  難  い  と  き  は、  期  間 
 を定め、医師の診断書⼜は詳細な事由書を添え、保護者連署して校⻑に休学を願い出ることがで 
 きる。 
 2 休学の期間は 1 年以内とする。ただし、校⻑が必要と認めるときは、その期 
 間を延⻑することができる。 
 第  17  条  休  学  中  の  者  が  復  学  し  よ  う  と  す  る  と  き  は、  そ  の  事  由  を  具  し、  保  護  者  連  署  し  て  校  ⻑  に  願  い  出 
 て、その許可を受けなければならない。ただし、病気休学の場合は、医師の診断書を添付するも 
 のとする。 

 第 7 章 授業料等の納期等 
 (納期等) 
 第  18  条  ⼊  学  選  考  料、  ⼊  学  ⾦、  授  業  料、  ⼊  学  時  施  設  費  及  び  施  設  費  (以  下  「授  業  料  等」  と  い  う。)  の  額 
 及び納期は、次のとおりとする。 
 ⼊学選考料（出願時）17,000円 
 ⼊学⾦（⼊学時）40,000円 
 ⼊学時施設費（⼊学時）135,000円 
 ICT環境整備費(⼊学時) 25,000円 
 なお、授業料、施設費及び教育充実費は、⽉額納⼊とし、別表の通りとする。 
 その他必要な費⽤は別途定める。 
 (1) ⼊学選考料 受験願書受け付けの⽇ 
 (2) ⼊学⾦及び⼊学時施設費 ⼊学後 7 ⽇以内 
 (3) 授業料及び施設費 毎⽉ 20 ⽇まで 
 2  ⽣  徒  の  保  護  者  は、  ⽣  徒  が  前  項  の  授  業  料  等  を  納  め  な  い  場  合  は、  ⽣  徒  に  代っ  て、  こ  れ  を  納  め  な  け  れ  ば 
 ならない。 



 3 学年の中途において⼊学⼜は退学する者は、⼊学の場合は⼊学の⽉から、退 
 学の場合は退学の⽉まで授業料及び施設費を納めなければならない。 
 4  校  ⻑  は、  授  業  料  及  び  施  設  費  の  滞  納  が  3  ケ  ⽉  以  上  に  わ  た  る  者  に  対  し  て  は、  そ  の  出  席  を  停  ⽌  す  る  こ 
 とができる。 
 5  第  1  項  の  規  定  に  か  か  わ  ら  ず  ⾼  等  学  校  等  就  学  ⽀  援  ⾦  の  ⽀  給  に  関  す  る  法  律  （平  成  22  年  法  律  第  18 
 号）  第  4  条  及  び  第  17  条  に  規  定  す  る  申  請  及  び  届  出  を  ⾏っ  た  者  の  授  業  料  は、  別  の  ⽇  を  納  期  と  す  る  こ  と 
 ができる。 
 6 授業料等は、必要に応じて減免することができる。減免の対象者、⾦額等は別に定める。 

 第 8 章 賞 罰 
 (懲戒) 
 第 19 条 ⾼等学校において⾏う懲戒は、訓告、停学及び退学とする。 
 第 20 条 前条の規定による退学は、次の各号の⼀に該当する者に限る。 
 (1) 性⾏不良で改善の⾒込がないと認められる者 
 (2) 学⼒劣等で成業の⾒込がないと認められる者 
 (3) 正当な理由がなくて出席が常でない者 
 (4) 学校の秩序を乱し、その他⽣徒としての本分に反した者 
 2  前  項  の  規  定  に  よ  り  退  学  の  処  分  を  ⾏っ  た  と  き  は、  校  ⻑  は  速  や  か  に  そ  の  事  由  を  具  し、  理  事  ⻑  に  報  告  し 
 なければならない。 

 第 9 章 補則 
 (施⾏細則) 
 第 21 条 この学則施⾏に関する細則は、校⻑がこれを定める。 

 附則１ 
 この学則は、平成 29 年 4 ⽉ 1 ⽇から施⾏する。 
 附則２ 
 削除 
 附則３ 
 この学則は、令和4年4⽉1⽇から施⾏する。 
 附則４ 
 この学則は、令和6年4⽉1⽇から施⾏する。 
 附則５ 
 この学則は、令和7年4⽉1⽇から施⾏する。 
 附則６ 
 この学則は、令和8年4⽉1⽇から施⾏する。 



 別表(第 2 条関係) 
 名称  課程  学科  募集定員  修業年限 
 福岡⼥⼦商 
 業⾼等学校 

 全⽇制  商業科  240 ⼈  ３年 

 別表（第６条関係） 

 別表（第１８条関係） 
 校納⾦内訳(⽉額) 
 令和6年度 

 項⽬  1年  2年  ３年 
 授業料  33,000  33,000  33,000 
 施設費  3,200  2,600  2,600 
 教育充実費  4,800  3,800  3,800 

 令和7年度 
 項⽬  1年  2年  ３年 
 授業料  33,000  33,000  33,000 
 施設費  3,200  3,200  2,600 
 教育充実費  4,800  4,800  3,800 

 令和8年度 
 項⽬  1年  2年  ３年 
 授業料  38,000  38,000  38,000 
 施設費  3,200  3,200  3,200 
 教育充実費  4,800  4,800  4,800 


